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今年の夏は、とてもたくさんの方々にご利用いただき、本当に

ありが とうございます。同時に、会場の手配とか、色々とご迷惑を

おかけしたことも多かったようで、本当に申し訳ありませんでした。お詫

びしながら、言い訳して恐縮なのですが、夏の間は、利用いただく方々

が、とにかく多く、いかんともしがたい状態であります。

そこで、いくつかの団体の指導者の方とはお話をさせていただいた

のですが、夏ばかりではなくて、冬にもご利用いただけるとうれしい

です。例えば、夏に2泊3日していたなら、夏は1泊2日。そして、冬にも

1泊2日していただくというのはいかがでしょう。

自然体験をするなら、日本の自然の特徴である四季も、感じていた

だきたいと思うのです。そして、冬は施設的にも、職員も、比較的

ゆとりがあります。 目的にそった充分な支援をさせていただける

のではないかと思います。もちろん冬でも楽しめるプログラムは

ご用意します。

所長 桜井義維英
よ し い え

「おばあちゃんのもも」

このももは、桃を育てて60年、88歳のおばあちゃんが作り

ました。体にやさしいものをと、農薬もあまりかかっていません。

暑い夏、ひんやりした桃が体に「するっ」と入っていく 幸せ。

おばあちゃんのやさしい思いが、桃にのって届きました。

皆さん、こんにちは、佐藤です。

毎日毎日暑い日が、続きますが、体の調子はいかが

ですか?熱中症には、充分注意してください。あれはつ

らいですよ。

私、赤城（交流の家のこと）に来たのが、平成６年です。

あれよ、あれよと１８年が経過し、とうとう、６０歳になって

しまいました(爺さんですよ、いやですねー)。

「定年」という言葉を自覚させられたのは、年金に関す

る書類が、届いた時。もうひとつ、５０歳後半から６０歳に

かけて、体力低下に伴い、作業スピードが遅くなりました。これは自分でも認めたくなく、

心の中で「まだ、若い者には負けないぞ」と体力低下の否定をしていましたが、６０歳に

なり体力低下より回復力の低下にガッカリ。無駄な否定より、現状を受入れる事にして、

体力に応じて、自分のペースで続ける事にしました。

でもでもでも、すごーく、寂しいです。

●転んで骨折して人生初の入院＆手術をしてしまいました。

まだ鎖骨にプレートが入っています。（秋山）

●夏は暑いものです。人間はその中で生きていける生き物だっ

たはずです。何が変わってしまったのか…? （桜井）

●ミヤマクワガタを捕まえるのが夢でした。夢が叶った今、次

に赤城が見せてく れるモノに心躍ります。(小川）

●大切に育てた花がとう とう 散ってしまいました。今度は何

を植えよう かな！(^O^)（廣澤）

●夏はクラクラ、太陽になのか、君になのか。早く 補給しよう 。

水分、塩分、糖分、それと君の笑顔も 。（新井）

●暑い夏が終わりま した。赤城はいつも満員御礼。みなさま

のご支援のおかげです。(高瀬）

●当施設のＢＢＱのお肉がう っう ますぎる！！！コレってアリ！？

ぜひお試しアレ♪♪（井上）

●ベランダでBBQやったら床が溶けました…（；；） 火気の取

扱注意！！（大澤）

●この間ぐんぐんキャンプで、こども たちと水鉄砲で撃ち合い

ました。夏には最高の遊びですね。（根岸）

●時期によって小学生が多かったり高校生がずら～っと並ん

でいたり…。夏休みは小さい子どもが来るので楽しみ。（山崎）

●記事の構成について、御意見をメールで頂けるとありがた

いです。このコーナーがいらない、この情報が欲しい等。(田村）

●蝉の鳴き声、入道雲、強い日差し、まさに盛夏で身体にこた

えます。秋が待ち遠しいこの頃です。（島崎）

●歩いても汗、草刈をすると超汗だく 、でも 後ろを見るときれ

いになっている。汗をかく ことは良いことだと自分にいいきか

せて頑張っている今日この頃です。早く 秋よこい。（佐藤）

●９月末でまる１年、ふり返ればきちんと成長できてないなぁ、色

々経験しなきゃと反省。頑張ろう （中屋）

●見上げると、秋の空になってきましたが赤城はまだ暑いで

す。それでも日陰は爽やかです。涼を求めに赤城に来ませ

んか？（坂田）

●所主催の歴史探訪ツアーの下見に行ってきました。現地で

感じる歴史。ぜひご参加を！（星野）

●空は青空♪山雲浮かび♪谷にサラサラ瀬の音聞こゆ♪♪な

んて歌いながら歩きたいけれど、暑過ぎ！狂ってる（小野里）

●今年は、プライベートで育成会行事に奮闘中！暑さにも 負

けない子ども達に元気を貰っています。（阿佐美）

●ﾌﾞﾖ、蚊、ｱﾌﾞ、蜂、ﾍﾋﾞ､ｲﾉｼｼ､熊・・・自然豊かな環境です!!

野外活動には知識､知恵も必要ですね｡(鈴木）

●長期キャンプが終わり、エンジンがかからなく なってしまっ

たー(柴崎）

●富士山に登ってきました！初めての富士山、不安いっぱい

でしたが、無事に素敵なご来光を見られました！(黛）

●緑のカーテン、今年で3年目です。やっとカーテンになりま

した。子育てと同じですね。手をかけないと！（神山）

●この前のお休み、渓流釣りをしながら沢登りをしま した。源

流付近ではわさびが！(内田）

※今号のつぶやき掲載順は、

「身長の高い順」。

サンデンフォレストは、サンデン株式会社の赤城工場を含む約20万坪の森で、工場

見学や周辺の森を使っての自然体験活動ができるフィールドです。

特徴としては、民間「初」最大規模の近自然工法で造成されたということがあげられ、

「環境と産業の共存」をテーマに、工業製品の物作りだけでなく、里山の復元、希少植

物や昆虫の保護などの環境保全活動も実践しています。

工場見学では、最新式の自動販売機やショーケースの製造工程や、廃棄物を80種

類以上に分別して置くリサイクル集積所などを間近に見ることができ、県内の多くの学

校が社会科見学で訪れています。また、周囲には一周６㎞の散策道が整備され、森の

散策や、ネイチャーゲーム、ネイチャークラフトなどを体験することができ、沢ガニやカ

ブトムシ、ヤギなどの生き物ともふれあえること

ができ、年間を通じて様々なイベントが行わ

れています。さらに今年４月からは「自販機ミュー

ジアム」も新たにオープンし、世界最古の自

動販売機のレプリカや、自動販売機の歴史や

仕組み、最新の技術といったことを学べます。

見学やイベントについての詳細については、

サンデンフォレストまでお問い合わせ下さい。

要予約です。（文：根岸）

サンデンフォレスト全体図

■所要時間：交流の家から車で20分 ■住所：〒371-0201 群馬県前橋市粕川町中之沢７番地

■問合せTEL：（一般の方）027－280－9800、（小中学校の団体）027－285－3225

文：佐藤 順彦

【さとう よしひこ】

交流の家の生き字引きである
佐藤さん。体を動かしていない日
はありません！

【タイトルの「カラゴロリ」は、赤城名物の“からっ風”と雷の“ゴロゴロ”に由来します】国立赤城青少年交流の家ニュースレター vol.8



国立赤城青少年交流の家では、学校が行う自然体験活動（集

団宿泊活動）をサポートするための試みを今年からはじめてい

ます（本所ではその試みを試行実施と呼んでいます）。

学校、特に先生方にとっては、自然体験活動は、その準備に

忙しいだけでなく、どのようにプログラミングすればよいのか、

また当日はどう運営したらよいのか、悩みの種でもあります。

本所の職員がその専門性を活かして活動をお手伝いすることで、

先生方の負担を減らすだけでなく、効果的なプログラムの実施、

適切な安全管理を行うことができます。その負担を減らすとい

うことは、子どもたちを観察する時間ができるので、学級運営

にも効果的に活かしていけるようになります。そのようなねら

いをもって、この８月までに１つの高校、３つの小学校をサポー

トしました。

尾瀬高校は毎年、４月に入ってすぐ、良い雰囲気で１年間の

スタートを切るためのフレッシュマンキャンプ（オリエンテー

ションキャンプと

もいいます）を行っ

ていました。今年

は本所がバックアッ

プしたことで、Ａ

ＡＰやツリーイン

グなどの活動を提

供をすることがで

きました。その後

６～８月に実施し

た古巻小、総社小、

白川小、清里小に

ついては、プログ

ラム企画の段階か

ら職員が提案した

り、学校の要望に応じてプログラム指導を行うなど、事前指導

から当日、実施後と、全行程にわたるサポートを行いました。

【学校からの声】

・プログラムについて事前に相談していたので、無理のない

日程を組むことができました。

・事前説明会にスタッフが来てくれたので、施設の情報を保護

者も聞くことができ、安心につながりました。

・たくさんの目で子ども達をみることができたので健康面や

安全面に十分に配慮することができました。

※来年度（２０１３年度）に企画づくり・指導などの支援を希

望する学校がありましたら、事業推進室企画チーム（担当：高

瀬）までご相談ください。条件・日程を考慮した上で、検討さ

せていただきます。（試行実施については施設を予約された上

でご希望をお出しください）

（文：高瀬）

どうしたら子どもたちにとってより意義のある時間になるか。

先生と交流の家が一緒に考えることを大切にしました。

■9/15～16【あかぎ

★ぐんぐんキャンプ☆

★】※1泊2日

地域の子どもたちを

対象にしたキャンプで

す。富士見ＶＹＳと連

携してプログラムを行っ

ています。

■①9/22・23、②11

/3・4【あかぎサンサ

ンかがやきキャンプ】

※各日日帰り

障がいのあるこどもた

ちとの共同生活を通

して、お互いが助けあ

う 心を育むとともに、

同年代の子どもが共

に学び育つきっかけ

作りを目的として行い

ます。

■10/6【第1回歴史探

訪ツアー】 ※日帰り

あの有名な武将と群

馬の武将の関係！？

群馬にもこんなすご

い武将がいた！など、

群馬にゆかりのある

戦国武将のその後を

訪ねる日帰りバスツアー

です。

■10/14【平成25年

度子どもゆめ基金説

明会】※日帰り

民間団体を対象に、

子どもゆめ基金の活

用方法・申請方法を

わかりやすく お伝え

します。「子どもゆめ

基金」とは、民間団体

が実施する新たな取

組や、様々な体験活

動や読書活動等への

支援を行なっている

基金です。
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おなじみの野外炊飯も、目的によって展開の

方法は無限大に広がります。大切なのは「何

のための」活動か、ということです。

■10/27・28【2012あ

かぎカップ中学生交

流秋季野球大会】

群馬県内外の中学校

野球部を対象にした、

交流試合です。

■10/18～20、26～

28【あかぎ多文化共

生推進事業】※各回2

泊3日

外国人学校の児童生

徒が自然体験活動を

することによって、日

本の自然に親しみ、

日本の地域社会に踏

み出すための足がか

りとすることを目的とし

ています。

■10/20～21【あか

ぎアドベンチャープロ

グラム（AAP）体験会】

※1泊2日

指導者の方にAAPを

知っても らう ための

プログラムです。

創作活動の「土器・はに

わ」は、交流の家でも人気

がある活動です。今回は、

13年にわたり「土器・はに

わ」の講師を務めていらっ

しゃる、井上茂雄・はつえ

「めおと先生」をご紹介しま

す。

いつもお二人で仲良く

（時にはお嬢さんのはるみ

さんも連れて）ご指導くださっ

ています。のぞきに行くと、

いつも教室はわきあいあい

としていて、伸び伸びとした

作品が作られています。活

動では、まず土器かはにわを1つ作り、残った時間で自由作品づく

りをします（それが、子どもたちにとても喜ばれるそうです）。

活動の最後には、必ずといっていいほど、「やさしく丁寧に教えて

くれてありがとう」と言われるとのこと。また、授業中に突如「先生、私

ね・・・」と粘土をこねる子供たちから悩み相談を受けたこともあるそう

です。 「二人あっての仕事です、うちは！」とおっしゃる太陽のよう

な、はつえ先生、黙々とダンディーで時々ユーモラスな茂雄先生、

いつまでも、末永くご指導くださいね。（文：内田）
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「雨の日のプログラムが何か

ないかな？」「室内で人間関係

作りができないでしょうか。」そ

んな声に応えるべく、試行錯誤

の末、待望の『館内ラリー』のプ

ログラムが完成しました。

館内にいくつかのポイントを

設け、１０人程度のグループでミッションに挑

戦していくものです。いずれのミッションも、

知恵を出し合ったり、気持ちをそろえたり、メ

ンバーの力を出しあわないとクリアできませ

ん。「スカイツリーが楽しかった。」「協力する

大切さがわかった。」等、大変好評です。

自主活動プログラムですが、わかりやすい

マニュアルも用意しております。

ポイントでの課題はいくつかあり、その中か

ら選んでいく形となります。詳しくは職員まで

お問い合わせください。（文：小川）

Q.放射能汚染が心配です。食べ物

や水などは大丈夫ですか？

⇒以下のような対応で、安心・安全な

物を提供できるようにしています。

①食材：食堂はセゾングループの倉

庫より、食品中の放射性物質の検査をして安全とされた物を入荷し

ております。

②水：１５０ｍの地下水をくみ上げ、利用しています。放射能測定で

は、異常なしという結果がでています。

③薪：中之条町の薪用の木材を購入しており、安全が確認されて

います。

その他、活動場所については定期的に前橋市が測定し、市の

ＨＰに載っています。また、本所でも測定し安全を確認しています

が、雨が降るたびに数値は下がっています。

Q.登山はいつまでできますか？

⇒例年、１１月初旬には、地蔵岳や黒檜岳での初冠雪が観測され

ます。よって、この時期から利用団体の方へは、登山はあまりお勧

めしておりません。

★代表者会議で確認したことを守れない団体がいた。

⇒代表者会議では標準生活時間や空調機の使用方法など、基

本的なルールの再確認を行い、また、各団体のつどいでの役

割分担や食事、入浴の時間帯の調整を行っています。

つどいの開始時間に遅れたり、食事や入浴の時間が大幅に

ずれ込んだりしますと、他の団体の方にも影響がありますの

で、基本的には代表者会議にて確認した通りに活動をお願い

いたします。ですが、天候の状況等によっ

て、やむをえず活動時間がずれ込む場合、

確認した通りにいかない場合もあります。

他団体の活動がずれ込んでしまったとし

ても、譲り合いの精神で、ご利用をお願

いいたします。

地図を手に広～い館内をぐるぐる

まわります。

国立赤城青少年交流の家で活躍する、講師やボランティアの方をご紹介

■6月の利用者数

…19,349人

155団体

■7月の利用者数

…15,485人

133団体

★利用団体

種類別の割合⇒

●国立赤城青少年交流の家 土器はにわ講師

井上 茂雄さん・はつえさん（波津庵 陶芸・はにわ教室）
い の う え 　 し げ お

いつも愛車ＢＭＷに乗って、颯爽と

現れるご夫妻。

←空き缶を積み上げる、スカイツリー。


